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張CFRPトラスである。フライト用の光学系は

それぞれ、完璧に仕上がり、主鏡・副鏡以外は、

単体で振動・衝撃試験、熱光学試験（真空下で温

度を与え干渉計にて光学性能を測定する）を行

い、必要性能を満足することを確認した。可視光

望遠鏡の組立は、望遠鏡上下反転機能、干渉計昇

降機能の付いた振動に強い鉄骨のやぐらで行う。

光学系の望遠鏡への組込みは、鉛直軸を基準と

するプロトモデル組立で確立された方法で行い、

副鏡の位置、傾き調整は、特製のシャック・ハル

トマン装置を用い、デフォーカス、コマ収差の追

い込みを行った。

　この後、望遠鏡上向き（＋１G）、下向き(－

１Ｇ)での干渉計測定を行い、両者の平均を取る

ことで構造の重力変形を打ち消し、無重力状態

での波面誤差を求めた。その結果、rms波面誤差

は18.2nmと予定バジェット26.5nmをはるかに

上回る仕上がりとなった。波長500nmでのスト

レール比0.949（0.8以上が回折限界）という、口

径50cm望遠鏡としては驚異的な光学性能に仕上

がっており、全観測波長（388～668nm）で回折

限界条件を満たしている。軌道上で太陽観測時

の熱変形に伴う光学性能評価は、望遠鏡を真空

チャンバーに入れ、軌道上温度分布を模擬し干

渉計で波面誤差を測定することで行った。波面

に影響する熱変形は主鏡支持によるものが主で

あるが、設計で予想される範囲内に納まってい

ることが確認できた。可視光望遠鏡は唯一焦点

調節機構を焦点面観測装置の入口に持つが、調

節機構の使用は軌道周回程度の時間では想定さ

れておらず、デフォーカスの温度感度評価も試

験目的の一つで、これも許容内に収まることが

確認できた。ロケット（M－V）打上時の振動・

衝撃・音響により望遠鏡光学系が変動を受けな

いことは、プロトモデルで既に確認されており、

フライトモデルでも製品保証の意味で今後行う

予定である。また、衛星の姿勢変動による像のブ

レを補正する可動斜鏡システムの閉ループ制御

試験も完了しており、実験室環境における20Hz

以下の制御帯域における像ブレの残差は、太陽

面角度に換算して 0.001～ 0.002秒角（1σ値)

　宇宙航空研究開発機構の第22号科学衛星SO-

LAR-B（2006年夏打上予定）に搭載する可視光

望遠鏡が国立天文台・クリーンルームにて完成

した。可視光望遠鏡は、ULE軽量化主鏡及び副

鏡からなるアプラナティック・グレゴリアン反

射望遠鏡（口径50cm、主鏡・副鏡間距離1.5m）

を主体として、排熱鏡、2次絞り鏡といった熱設

計上重要な視野絞りを内部にもち、観測装置に

瞳径 30mmでコリメート光を送る色消し・低温

度感度のコリメートレンズ系、磁場観測を可能

にする偏光変調装置、像安定化のための可動斜

鏡システムを持つ複雑な光学システムである。

可視光望遠鏡は焦点面観測装置（米国NASA／

ロッキードマーチン製作）と結合されて、回折限

界性能で太陽大気の3次元大気構造、特に磁場構

造を、今まで地上では達成が難しかった高精度

（空間分解能 0.2～0.3秒角、偏光精度 1／1000

以下）で、連続観測（1年の内 9ヶ月間は完全日

照の高度約 600km太陽同期極軌道）するもので

ある。

　可視光望遠鏡は、当然のことながら、衛星打上

後の軌道上で光学性能を発揮しなければならず、

設計・製作のみならず地上望遠鏡とは違った試

験の難しさがある。このため、打上環境を模擬す

る振動•衝撃・音響試験以外の試験設備をプロト

モデル（機械環

境・熱試験モデ

ル）の段階から

適宜準備し、国

立天文台・ク

リーンルーム完

成後に全て移設

した。

　フライトモデ

ル の 組 立 は 、

2003年 11月よ

り開始された。

可視光望遠鏡主

構造は、プロト

モデルで性能実

証済みの超低膨写真1　可視光望遠鏡の光学系
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▲講演会場の雰囲気

　8月2日から4日までの3日間、夏でも涼しめ

の野辺山宇宙電波観測所にて、表記のワーク

ショップ（NROワークショップ）を行いました。

この会合は、星間物質という学際的な分野の研

究者が１か所に集い、研究成果を発表し、交流

を深めるために企画されました。前回の開催が

2000年でしたので、久しぶりとなります。天文

学、物理学、地球惑星科学、化学などの多くの分

野から、約80人の参加者が集まり、口頭発表と

ポスター発表を合わせて、44件となりました。

　講演の内容は幅広く、簡単にまとめることは

できませんが、特に、下記のようないくつかの興

味あるトピックスについて、盛んに議論が行わ

れました。
 ● 塵の表面での反応の実験
 ● 気相での反応の実験と理論
 ● 分子への重水素濃縮
 ● 分子のオルソ／パラ比
 ● 原始太陽系星雲での気相及び固相での反応

　議論の時間はある程度余裕を持って確保した

つもりでしたが、時間内ではなかなか尽きませ

んでした。２日目午後にポスターセッションを

行いましたが、議論が続き、懇親会の開催が遅れ

そうになる場面もありました。

　最終日に、今後の開催方法について議論を行

い、今後とも2年に1度は開催することになりま

した。また、今回は外国から４人の方をお招き

しました。今後、さらに国際的な会合

にしていく方が良いのではないか、

との意見も出ました。

★世話人／渡部直樹（北大低温研）、山本智（東
大理・物理）、高野秀路（国立天文台／総研大）
★この場をお借りして、参加していただいた
皆様、また開催にあたりお世話になりました
多くの方々にお礼申し上げます。

¤
m

„

であり、優れた

像安定化性能を

持つことを確認

している。

　最後に可視光

望遠鏡と焦点面

観測装置を結合

した最終形状で、

実際の太陽を模

擬観測（2003年

10月、クリーン

ルーム屋上に完

成した 90cmヘ

リオスタットを

使用）し、光学系

全系の最終評価となる太陽光試験を2004年8月

に行った。光量調整、フォーカス調整、ケラレや

ゴーストのないこと、人為偏光の確認、偏光観

測・速度観測モードの確認などを行い、焦点面観

測装置単体試験ではわからなかった問題点が見

つかり、試験は大成功であった。太陽光入射時で

も可視光望遠鏡内の温度はほとんど変わらず、

排熱設計、高反射コーティングがうまく働いて

いることが確認でき、天候にも恵まれ、鏡の重力

変形・外部シーイングにもかかわらず思う以上

の良データを得ることができた。2005年3月に

再度、焦点面観測装置と結合しての太陽光試験

を計画している。

　以上、可視光望遠鏡は回折限界性能が確認で

き光学系は完璧に仕上がった。今後は宇宙研に

試験の場が移り、9月～ 12月は衛星レベルでの

電気・機械系インタフェース試験、12月～2005

年 3月は国立天文台に戻って、構造最終調整、

2005年4月～2006年6月は宇宙研で衛星総合試

験と、2006年夏の打上まで衛星レベルでの試験

を通して可視光望遠鏡の性能確認が継続される。

写真2　太陽光試験のため焦点面観
測装置と結合された可視光望遠鏡

懇親会、スイカとともに…。
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▲講演を聴く出席者
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　2004年 7月 13日（火）、国立天文台三鷹キャ

ンパスの解析研究棟にある大セミナー室で、大

学生と大学院学生を対象にした公開講座と総合

研究大学院大学のガイダンスが開催された。

　公開講座のメインテーマは「宇宙の暗黒時代

にせまる」。サブテーマは―銀河、銀河団形成の

謎はとけるか？―で、主催者は、総合研究大学院

大学物理科学研究科天文科学専攻と天文情報公

開センターである。

　大学生と大学院学生、そして今回は一般の方

の参加があり、あわせて25名であった。大学生

と大学院学生を対象にした公開講座は、今回で

２回目。一般の方もたいへん熱心に講義に耳を

かたむけ、真剣にノートをとっていたり、講義の

あと、講師をつかまえて積極的に学ぼうとする

参加者も多かった。

　講師は、(株)ピースマインドから派遣された

産業カウンセラーおよび心理相談員の資格をも

つ綾部和幸氏で、長時間にわたり丁寧に講習し

て下さった。内容はセクシュアル・ハラスメント

とは何か、なぜ問題なのか、法的責任は、などの

様々な事柄や相談を受ける側の心構え等の説明、

事例検討、ロールプレイというもので、長いと

思っていた 3時間があっという間に過ぎた充実

したものだった。また受講者からも多数の質問

が出され、活気に満ちた時間でもあった。私自

身、相談員として若干の心細さもあったのだが、お

かげで心構えがある程度醸成できたように思う。

　当日は、参加された皆様や裏方の関係者の皆

様、長時間にわたりご苦労さまでした。

　●セクハラ防止委員会ホームページ

　http://kanribu.mtk.nao.ac.jp/syomu/
　shbousi/sh.html　

　7月 23日(金)にセクシュアル・ハラスメント

防止講演会が開かれた。防止講演会は1999年度

から毎年行われており、今回で８回目となる。会

場は三鷹の大セミナー室で、テレビ会議システ

ムにより各観測所に中継され、全台的なイベン

トとして実施された。ただ三鷹に限っていえば、

前回に比べて空席が目立ったのは残念であった。

　今回は講師に東京大学人事部長の出澤忠氏を

お招きし、法人におけるセクシュアル・ハラスメ

ント関連の法律、法令の説明や、過去の事例、参

考文献等についてお話いただいた。セクシュア

ル・ハラスメントは感情に関係するために定義

がわかりにくく、また自分ではそのつもりがな

くとも裁判でそうだと判定されることもあり、

ないがしろにできない問題ともなっている。

従って本講演でも関連する様々な話題を提供し

啓蒙して下さったのだが、１時間足らずでは十

分に語り尽くせられていないように感じた。た

だ講演の中で講師の方が数々の参考文献をあげ

て下さっており、それはおそらく、あとは各自で

勉強しなさいとの意図を含んだものだったのだ

ろう。

　同日の午後には、セクシュアル・ハラスメント

防止相談員のための研修が実施された。現在、台

内各地区で複数の相談員が任命されているのだ

が、もちろん訓練を受けた専門家ではないため、

今回このような機会が設けられることになった

のである。場所は、各地区の相談員に集まっても

らい三鷹の大会議室で、ただし岡山の相談員の

ためテレビ会議システムも併用という形であった。
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　2004年 8月 23日から 25日にかけて、国立天

文台三鷹キャンパスにおいて、2004年度岡山

ユーザーズミーティング（UM）と光天連シンポ

ジウムが合同で開催されました。北は北海道か

ら南は九州まで約80名の参加がありました。所

属でみますと、国立天文台：旧七帝大と理研：そ

の他でおよそ 40%：35%：25%の割合、職別に

みますと（多少の誤認はご勘弁頂くとして）常

勤：非常勤：学生でおよそ 60%：15%：25%の

割合となっています。今回の岡山UMは、第 15

回光赤外UMという別称もあります。これは、岡

山UMが以前、光赤外UMの堂平観測所、東大木

曽観測所、ハワイ観測所などと並列したセッ

ションとして開かれていたものが、堂平観測所

の閉所やすばる望遠鏡の共同利用開始に伴い、

2000年度以降、岡山だけが独立して開催される

形になったことに由来します。

　今年度の岡山UMでは、1日目の午前中に観測

所全体の事業報告、望遠鏡・ドーム・観測装置・

周辺設備の運用状況や、広報・教育活動が報告さ

れました。学生の教育に関する岡山施設の利用

の要望が意外に多く、各大学から様々な意見が

出たことが印象的でした。この日の午後は、安全

管理に関する報告の後、共同利用に関するプロ

グラム小委員会からの報告と観測所側からの提

案、および赤外シミュレータ1.5m望遠鏡の移設

に関する広島大学の報告と岡山ユーザーの期待

表明が行われ、それぞれ討論が行われました。共

同利用については、一時的ながら学生PIのプロ

ポーザルの採択率が下がったことについて、今

後より詳しい分析を行うことになった一方で、

学生枠新設の是非や、良いプロポーザルを書く

訓練について活発な意見が交わされました。ま

た、PI 型装置でも観測所の審査を通ればプロ

ジェクト観測の申し込みが可能となる事、およ

び突発天体に対するTOO観測が所長裁量の下で

試験的に開始されることが承認されました。ま

た、赤外シミュレータについては、議論の末、広

島大近郊サイトへの移設が会場の拍手によって

承認されました。

　2日目の午前は、研究成果報告として、視線速

度精密測定によるG型巨星の惑星サーベイ（プ

ロジェクト観測）を初めとする７件の口頭発表

が行われました。高速測光による新しい観点の

研究提案もありました。午後は短期計画、長期計

画それぞれのセッションで、新装置 I S L E、

OAOWFCAM、東工大50cm望遠鏡、京大岡山新

天文台の計画の詳細に関する諸講演と討論、お

よび国立天文台光赤外データ解析システムや

SMOKAに関する報告、すばるセメスタの変更に

関する報告と討論が行われました。将来計画に

ついては、各大学の大小計画も含めた光赤外コ

ミュニティ総意の取りまとめの必要性などが意

見として出されました。すばるセメスタについ

ては、S06A期から現行より 2ヶ月間早めて 2月

を開始月とし、S05A, B両期は移行措置として

5ヶ月間のセメスタにする方針で調整を進めるこ

とについて、会場の了承を得ました。

　3日目となる 25日には、光天連シンポジウム

が開かれました。岡山UMとの同時開催は2002

年度以降継続しています。過去2年は光赤外将来

計画がテーマに掲げられていましたが、この議

論は大きな流れとして本格化し、2004年末に理

論懇を中心に開かれる次世代天文学シンポジウ

ムの共催という形で繫がっている事は周知の通

りです。今年度のシンポジウムでは、2年前にも

一セッションとして議論された「大学の活性化」

がテーマに掲げられました。東京大、名古屋大、

京都大といった基幹大学における天文台計画や

開発調査状況が報告されたほか、理研、東京工業

大、東京学芸大、東海大、名古屋市立大、和歌山

大、神戸大、西はりま天文台、広島大、鹿児島大

（順不同）の各研究室における天文台計画や、装

置開発・基盤整備の状況、天文教育推進、他機関

との連携に関する報告がなされました。基幹大

学の取り組みは、本格的なサイエンスの遂行と

博士課程院生の教育を担うとともに、将来の超▲熱心に討議する出席者たち
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　平成16年7月31日と8月1日の二日間に亘り、

国立天文台水沢観測所にて中学生対象の特別講

座が開催されました。「イーハトーブ・サイエン

スメイト夏休み特別講座・ミッション宇宙探偵

団」と銘打ったこの企画は、イーハトーブ宇宙実

践センターの主催、国立天文台水沢観測所の共

催によって実現しました。イーハトーブ宇宙実

践センターとは、“開かれた天文台”を実現する

ため、天文台のOBと職員、および市民によって

設立された任意団体です（詳しくは h t tp :  / /

www16.ocn.ne.jp/~isac/を参照）。4つの中学校

より1年生から3年生まで計11名（男子8名、女

子 3名）の参加がありました。

　開校式に続いて、施設見学の一環として参加

者には10mアンテナの面上にあがるという体験

をしてもらい、その後2班に分かれて体験学習を

行いました。「太陽の電波を受けよう！」の班は

電磁波と電波望遠鏡について学び、10m電波望

遠鏡を自分で

動かして太陽

からの電波を

受信し、音と

して聞くとい

う体験をしま

した。「BSで

遊ぼう！」の

班はパソコン

でケプラーの法則や静止衛星の原理を体感・学

習し、その後自分たちで工夫してBS放送を中華

なべで受信することに挑戦してもらいました。

また、電波の反射・吸収についての実験も行いま

した。

　みんな揃っての夕食の後にはお楽しみのスイ

カ割り。スターウォッチングの準備もしたので

すが、残念ながら曇天に阻まれてしまい、星空写

真のスライド上映やミニプラネタリウム上映が

急遽行われました。夜9時過ぎまで星、宇宙、地

球の話に花が咲きました。

　二日目は前日と班を入れ替えて体験学習し、

閉校式では発見したことや感想をそれぞれが述

べ合ってお昼前に解散しました。面白かった、楽

しかった、貴重な体験ができたという肯定的な

感想も多く、2ヶ月前から準備をしてきた8人の

スタッフにとっても「やってよかった！」と思え

る企画となりました。ただ、水沢で中学生講座を

開くのは初めてとあって反省点もいくつかあり

ました。例えば、積極的な生徒と受身の生徒のバ

ランスをどうとるか、上級生と下級生の確執を

どう緩和するか、宿泊施設のキャパシティー不

足をどう解消するかなどです。今回の反省を踏

まえて今後もより魅力ある講座を開き、子供の

うちから天文や地球について興味を持ってもら

えるような場を提供する努力を続けていこうと

考えています。▲中華なべでBSが見られたよ！

¤
m
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大型計画を意識した基礎開発に重点が置かれて

おり、一方その他の機関での取り組みは、学部生

や理科教員の教育を含む天文サポーターの育成

や、高速ネットワークを利用した教育普及活動、

中小規模の機動的な開発計画によるユニークな

サイエンスの遂行などに重点が置かれていて、

天文分野の裾野が広がりつつあることがわかり

ます。最後に、次世代超大型望遠鏡計画構想に関

連する話題提供が2件（国立天文台、東北大）あ

り、大型計画と大学の基盤整備の関わりを含め、

光赤外コミュニティの今後の課題に関して様々

な討論がなされました。

　今回の合同開催を通じて、全国に分散する光

赤外コミュニティの研究開発活動に対し、設備・

資金および技術を提供する母体としての国立天

文台、特に岡山天体物理観測所が担う役割はよ

り重要になりつつあること、またコミュニティ

全体の活動を集約して意見交換し、将来計画を

睨んだ大学基盤整備を促進する団体として、光

天連が担う役割も大きく、今後も国立天文台と

連携して活動を継続する必要があることを強く

認識させられました。各講演の内容は集録にま

とめられる予定ですので、詳しくはそちらをご

覧願います。
　本報告の締めくくりとして、参加して頂いた方々は
元より、意見を寄せて下さった方々、旅費資金、会場
等の準備に援助を頂いた国立天文台、特に岡山天体物
理観測所、すばる室、光赤外研究部の皆様、および光
天連運営委員の皆様に、それぞれ厚く御礼申し上げます。
●岡山UM世話人：大塚雅昭（代表）、坂本強、泉浦
秀行（以上、国立天文台・岡山）、長田哲也（京都大）、
川端弘治（広島大）／●光天連シンポジウム世話人：
富田晃彦（代表；和歌山大）、安藤裕康（国立天文台・
光赤外）、縣秀彦（国立天文台・天文情報公開セ）、川
端弘治（広島大）、西浦慎悟（東京学芸大）
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　今年で6回目を迎えた「君が天文学者になる4

日間」（略称：君天）が8月3日～6日、三鷹キャ

ンパスにて行われました。参加者は応募者21名

から書類選考された16名。４名ずつのグループ

を作り、テーマ決めから、観測、データ解析、発

表までの全てを高校生が主体となって行います。

事前にテーマを設定し、結果も予想可能なプロ

グラムを組むという方法もありますが、君天は

あえて結果が未知な内容をテーマとしています。

研究の進め方を体験してもらうことで、科学す

ることの面白さを肌で感じてもらい、学習の方

法や進路を見直す機会を提供することが目的だ

からです。今回のテーマは、「超新星残骸（かに

星雲）のガスの運動を調べる」「超新星2004djの

最期について考察する」「近接連星V523 Casの

現状と将来を考察する」「彗星C/2001 Q4の寿命

を推測する」でした。テーマが後から決まるた

め、スタッフ側は大変苦労するというの

が本音ですが、高校生のアイディアを尊

重しながら導いていけるよう心がけてい

ます。しかしながら、研究者の方々からは、解析

の進め方や考察が甘いなどの厳しいご意見もいた

だき、今後のプログラムの組み方に一工夫してい

きたいと思っています。一方、高校生にとっては

大変刺激的な4日間だったようで、8割以上が天

文学へのイメージが変わったという感想を持って

います。また、満足度は半々で、自分たちの力不

足を痛感すると共に、まだまだ不満だという意見

が半分もあったことは興味深いところです。現在

も毎週末、観測に通ってきているグループもあり

ます。このように君天では参加後も活動を続ける

高校生が毎年おり、私達も彼らの活動を支援して

います。

　最後に、高校生の発表を見に来てくださった

方々、たくさんのアドバイスをくださった皆様に

深く感謝いたします。（この活動は「子どもゆめ

基金」の助成金の交付を受けて行ったものです。）

▲議論する高校生たち

¤
m

„

　今年度の国立天文台・野辺山の特別公開は、８

月21日に行われました。今年は全国的に記録的

な酷暑が続いていたため、野辺山でも気温が高

くなるのではないかと心配でしたが、当日は

清々しい気候の中、特別公開を行う事ができま

した。

　今年の講演会は、野辺山宇宙電波観測所ASTE

プロジェクト室の江澤元主任研究員による「チ

リの高地で切り拓く宇宙の千里眼―サブミリ波

観測への奮闘記」と、国立天文台・スペースVLBI

推進室の亀野誠二主任研究員による「ブラック

ホールの食生活をのぞいてみよう」という2講演

を行いました。どちらの講演も大変盛況で、今年

は会場を広くして 150席ほど椅子を用意したの

ですが、立ち見や最前列の床に座って聞いても

らう程の賑わいでした。また、太陽電波パートや

▲参加高校生とスタッフ一同で記念撮影

¤
m

„
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▲「45m鏡内見学ツアー」でアンテナの上まで登れる

パチンコ玉で
「ブラックホー
ル模型」実演中

▼江澤 元 主任研究員による講演の様子

ALMAパートでもミニ講演会が行われ、普段では

なかなか聞けない教授方の話を目の前で聞けると

あって、どちらも盛況でした。

　この他、野辺山特製「電波天体付き星座早見

盤」作成コーナー、抽選による「45ｍ望遠鏡内見

学ツアー」や、ハンダゴテを使い検波器を工作し

て太陽の電波を捉える「電子工作」などなど、各

パートの企画も盛況でした。特に子供たちには、

パラボラアンテナに電波が集まる仕組みを体験す

る「スーパーボール」と、パチンコ玉が回転しな

がら穴に落ちていく「ブラックホール模型」が大

人気でした。

　今年度の特別公開日見学者は、お天気が良

かったこともあり、2422人を数えました。夏休

み期間の土曜日に行うことが定着したおかげで、

一定の見学者数は達成できるようになりました

が、さらに来場者が増加するよう、今後もいろ

いろ工夫をしながら特別公開を行っていきたい

と思います。今年度から国立天文台はプロジェ

クト制に移行し、ALMAやVLBIは本来は野辺山

ではなくなってしまったのですが、年に１回「電

波天文の母国」野辺山でのイベントですので、今

後とも三鷹等から御協力を頂けるようお願い申

し上げます。

開場とともに45m鏡に向かう人々

▲抽選で当選し
た人だけが行け
る「45メートル
鏡内見学ツアー」

▼亀野誠二主任研究員による講演の様子
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　8月 28日、岡山観測所において、岡山天文博

物館との協催で特別公開を行いました。

　台風16号の接近で、風雨の心配がありました

が、幸い最接近前でどうにか天候に恵まれ、600

人弱の見学者が来訪されました。

　今年のテーマは「星の光を集めよう～望遠鏡

の仕組み～」と題して岡山観測所に設置されて

いる50cm望遠鏡、65cm望遠鏡、91cm望遠鏡、

188cm望遠鏡のそれぞれの特徴や使われ方、ま

た星を観測する望遠鏡はどのような構造になっ

ているのかを詳しく見学者に説明致しました。

昨年と大きく変わった催しはありませんでした

が、太陽クーデでは薄雲を通して午前中に金星

を投影板に投影して見せることが出来、見学者

は大変喜んでいたようでした。

　今、改造中の91cm望遠鏡では、この望遠鏡が

改造された後にはどんな観測が行われるのかな

ど、外された主鏡を見せながら丁寧に研究者が

説明していました。

　188cm望遠鏡ドーム内では、凹面鏡と、煙発

生装置を使って凹面鏡に入ってくる光がどのよ

うに集光していくかの実験をしました。ポス

ターを見たり聞いたりするより分かりやすいの

か、見学者の皆さんは、結構熱心に見ていたよう

でした。また、屈折望遠鏡の原理を説明するため

の、虫眼鏡を使っての実験は小さい子供さんに

は分かりやすく、納得してくれていたようでし

た。職員が何か実験している所は、かなり人だか

りも出来るので、実験中心の公開があってもよ

いのでは、との事後感想もありました。

　毎年のことですが、やはり188cm主鏡見学は

一番の魅力で、いつもの通り長蛇の列が出来て

いました。子供さんにはやはり天文ストラック

アウトが人気でした。博物館では、子供相手の工

作、実験に人気があり、それぞれ沢山の人だかり

が出来ていました。

　今回の公開では、広報普及室から２名と放送

大学より１名、広大より１名の助っ人をお願い

し、この方々に大変感謝しています。博物館の

方々には直前まで準備、クイズラリーの問題、タ

イムテーブルなど大変お世話になりました。こ

の場をお借りしてお礼申し上げます。

▲改造後の成果について91cm望遠鏡での説明

子供に人気の
天文ストラック
アウト

▲188cm望遠鏡はさすがに大きい！
▼博物館で工作を楽しむ

¤
m

„
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スーパーコ
ンピュータが
描き出した月
形成のようす。

　7月 27日～ 29日の 3日間、第 22回野辺山宇

宙電波観測所ユーザーズミーティングが開かれ

ました。法人化後初めてとなる今回は、100名を

越える参加者があり、大変盛況でした。特に大学

院生の参加が多く、また、北海道や九州など遠方

からも例年以上の参加がありました。

初日は各種報告及び所内観測の成果報告が行わ

れ、二日目には ALMA、VSOP2、VERAなど関

連計画の現状報告の後、野辺山宇宙電波観測所

の将来についての議論が行われました。以下、簡

単に議論の内容を紹介します。

ASTEについては、ASTEを運営する東大天文セ

ンター及び野辺山とユーザーとの間で共同利用

について意見交換が行われました。45ｍ鏡も含

めて限られたマンパワーで科学的な成果をあげ

ていくにはどのような運用体制がよいのかとい

うことが主な論点となりました。

ミリ波干渉計については、ALMAの部分運用開始

にともなって共同利用が終了したあとの有効利

用について議論が行われました。

45ｍ鏡については、共同利用の改革ということ

で、特に教育支援枠の導入について議論が行わ

れました。教育支援枠というのは、大学院生が45

ｍ鏡によって得られたデータを使って修士論文、

博士論文を書くことを奨励するため、複数年に

わたってある程度の観測時間を保証するという

制度です。これは大学で電波天文の教室を運営

する助けとなることも期待するものです。参加

された大学関係の方々からは、この制度の導入

を歓迎する意見が多く聞かれました。二日目の

晩に行われた懇親会にも、ほとんどの方が参加

され大変盛況でした。

主催：自然科学研究機構国立天文台／（財）日本

科学技術振興財団

対象：特に制限はありませんが、講演内容は中

学生以上を対象としたものです。

日時：2005年1月29日(土)　

　　　　午後1時30分～4時30分

会場：科学技術館サイエンスホール

　　　　（ http://www.jsf.or.jp/ )
東京都千代田区北の丸公園2－1

交通：地下鉄東西線・竹橋駅下車徒歩7分

　　 地下鉄半蔵門線/都営新宿線・九段下駅下

車徒歩7分

内容：講演

「天の川の起源」
　　　名古屋大学大学院理学部助手　 吉田 直紀

「４次元デジタル宇宙プロジェクトの今後」　
国立天文台4D2Uプロジェクト研究員

林　　 満

「太陽系の起源 」
国立天文台理論研究部上級研究員　小久保英一郎

※希望者は、解散後に4階「ユニバース」にて3D

　映像を観覧

申し込み：往復はがきでお申し込みください。

送信文面に住所・氏名・年齢・職業・電話

番号、返信面には返信先の住所氏名を記

入の上、

〒181-8588　東京都三鷹市大沢2-21-1

 国立天文台広報普及室公開講演会係へ

 お送りください。

締切：2005年1月7日(金)(必着)

定員：400名(定員を越えた場合は抽選)

参加費：無料

問合せ先：国立天文台広報普及室

電話：0422-34-3688

（平日午前9時～午後6時）

¤
m
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●野辺山宇宙電波観測所（坪井昌人所長）は、第XXIII期45メートル望遠鏡共同利用のうち一般前期共

同利用（主として2004年12月～2005年3月にスケジュール）・長期共同利用（昨年からの継続のみ）、

および、第18期干渉計共同利用のうち長期共同利用（2004年11月 ～2005年5月にスケジュール）

の観測プログラムを公募しました。プログラム小委員会(平原靖大委員長）が、レフェリーによる審査に

もとづき、45メートル電波望遠鏡の一般前期共同利用17件（応募30件）、同長期共同利用1件（応募

1件）、干渉計長期共同利用1件（応募1件）を採択しました。採択課題は以下のとおりです。
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●ハワイ観測所（唐牛 宏所長）は2004年10月から2005年3月までの６ヶ月間に105夜を、すばる

望遠鏡共同利用第S04B期として公開しました。公募の結果160件、希望総夜数533夜の応募があり、

プログラム小委員会がレフェリーによる審査結果にもとづき、合計42提案を採択し、105夜の配分を決

定しました。採択課題は以下のとおりです。
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●あこがれだった米国の赤外線天文衛星で観測できる機会を得て、これまでの研究者人生で、最も興奮している毎日
です。それでも天文台の研究者か！というお叱りを受けそうですが。 (MI)
●夏の暑さも喧噪も忘れた頃ではありますが、夏のイベント特集（？）をお送りしました。ひと頃に比べれば、一般
の人が天文台の中に入る機会は随分増えましたが、果たして、宇宙は人々にとって身近な存在になっているので
しょうか？ （Ｏ）
●同じ本州でも11月は野辺山はもう完全に冬です。今シーズンも寒くて風のない大気の安定した良い天気に恵まれ
ますように。 　（Ｉ）
●前回、故障したと書いたノートパソコンが、修理が終わったばかりなのに、また壊れてしまいました。3年前のも
　のをしつこく使わずに新しいのを買えということでしょうか？　そうはいっても先立つものが･･･。 　（Y.H）
●どこやらのクルマのモデル・チェンジにならったわけではありませんが、10月号から紙面を一新しましたが、い
かがでしょうか？ （Ｆ）
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★前回紹介したNGC

4 8 7 4 周辺と対をな

す、かみのけ座銀河

団のもう一つの大型

銀河 NGC4889とそ

の周辺の画像である。

　この画面に写って

いる少しモヤっとし

た天体はそのほとん

ど全てが、かみのけ

座の銀河である。　

　チャンドラＸ線観

測衛星により得られ

た高温プラズマから

Ｘ線は NGC4889と

NGC 4874をおおう

領域に広がっている

が、その分布中心はNGC4889よりはNGC4874に近いところにある。

　日本のＸ線衛星Astro E2が上がれば、かみのけ座銀河団の高温プラズマの組成や運動状態がより詳し

く観測できると期待されている。 　　　(光赤外研究部 教授　家　正則)

★GG Tau は、実は、

よつ子の星である。

それも生まれたばか

りの星で、人間なら

生後一週間といった

ところである。

　人間の子宮には、

胎児の数倍の重さの

羊水があるが、星の

元となった星間ガス

の雲は、多分星の十

倍以上重かった。新

生児は、へその緒を

つけて生まれるが、

星の新生児は、星周

円盤を持って生まれ

る。この星のへその

緒もかつては、できかけの星にガスを供給していた降着円盤の名残である。人間のへその緒は、生まれて

すぐに切れてしまうが、星周円盤はしばらく残る。人間の双子は、そう多くはないが、星は多産で、半分

近くは、双子以上で生まれるらしい。 　（光赤外研究部 主任研究員　中島　紀）




